
広報
皆様に支えられて

700号

２０１７年

第700号

月号８
特集　町制施行120周年記念特集



ら、お祝いメッセージをいただきました。皆様、ありがとうございました。

　野辺地町制施行120周年おめでとうございます。
　当倶楽部は、町制施行３年後の明治33年、町の発展を念ずる要人の集団組織として誕生し、会員の親
睦を図るとともに町の発展に寄与してきました。
　時代の変遷に伴い活動内容も変わり、町に経営基盤を置く事業者、公職退職者、公官庁有識者、赴任
者を歓迎し、会員相互の親睦を深めることを主としつつ、町発展を願うこと117年の歴史を刻み現在に
至っています。
　今後も町の足跡とともに歩んできた誇りを糧に、町発展に微力を尽くし続けたいと考えています。

� 野辺地倶楽部理事長　柴崎　民生

　町制施行120周年の記念の年を迎えられますことを心よりお喜び申し上げます。
　さて、松浦食堂は、町制施行の６年前、日本鉄道会社が青森まで全通した1891（明治24）年に初代店
主・松浦与三郎が営業を開始しました。
　開通に伴い駅前には運送業者や製材所などができ、鉄道関係者やそれに携わる多くの人たちで賑わい
ました。食堂では、国鉄で働く職員が勤務明けに訪れては、朝から夕方まで飲食を楽しむ豊かな時代で
ありました。
　私（３代目店主松浦敬祐）の代になっても、津軽と県南、
下北を結ぶ中継駅として多くの観光客や顔なじみのお客様で
賑わいました。特に印象に残っているのは、蛭子能収さんや
山田まりやさんなど多くの芸能人が店を訪れてくださること
でした。
　今年の４月で食堂は閉店しましたが、皆様のおかげで続け
てこられたことに感謝しています。今後も、町の発展や郷土
料理継承のため、できる限りの協力を続けていきたいと考え
ております。

� 松浦食堂店主　松浦　敬祐、松浦　リツ

1960年代 1950年代 1940年代 1930年代

写
真
で
振
り
返
る
野
辺
地
町
の
歴
史

1960（昭和35）年
紙芝居を見る子どもたち

1942（昭和17）年
下町組祇園囃子

1930（昭和5）年
松浦商店
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　町制施行120周年にあたり、町内外で活躍している方や、町とともに歴史を刻んだ団体の方か

　体が完成する18歳まで、四季の変化が過酷なまで厳し
い野辺地の自然で育てられ、おかげで大病もせず喜寿を
迎えたことに感謝しています。
　私は現在、東京野高会支部長３期目で苦闘しており
ます。52年前の第１回合同総会（旧制�中学校・野高女
会・新制野高会）の名簿は1,144人、平成17年は900人、
平成25年は410人と会員数が減少の一途をたどっていま
す。今、支部長の悩みはいかにして新会員を呼び寄せる
かであります。存続という大義を乗り越える秘策を考慮
中です。

� 東京野高会支部長　川村　賢司
左から）川村会長、高田同窓会長、中村学校長、
　　　　坪渉外担当教員、野口教員　

　町制施行120周年おめでとうございます。
　「野辺地LOVE」を自認する一人として心から誇らしく思います。
　アラ還となった今でも「野高同期会」と称して、小・中・高時代の赤面エピソードを肴に蒲田、新橋
辺りでプチ同期会を月一で開催できるのも、年数回の帰省時、親友（悪友）達数十人がわざわざ集まっ
てくれるのも、魅力的なわが故郷が有ったからこそと思う次第です。
　私が野高を卒業し上京するまで過ごした昭和40、50年代はそれこそ本当に活気に満ち溢れた町だった
ような気がします。

　夏祭りや盆踊り、花火大会などの熱気は今でも鮮明な記憶として残っています。
　なけなしの小遣いでやった「田清」でのゲーム、行き帰りのバス代を浮かせて
食べた海水浴場のおでん、ドラマチック？な恋愛劇の舞台となった「駅前のボー
リング場」等々忘れられない思い出がいっぱいあります。
　時は少し流れたけれど、これからも我が自慢の故郷の益々の弥栄を東京の地よ
り「同期会メンバー」と共に願っております。

� 都内在住　山田　昭二

2000年代 1990年代 1980年代 1970年代

1975（昭和50）年
歩行者天国の様子

1996（平成8）年
町民運動会の様子

2008（平成20）年
野辺地ウィンドファームが
向田地区で操業開始

～町制施行120周年に寄せて～
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第６回常夜燈みなと祭り
　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
6
月
18
日
、

常
夜
燈
公
園
で
「
常
夜
燈
み
な
と

祭
り
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

朝
９
時
か
ら
販
売
さ
れ
る
ト
ゲ

ク
リ
ガ
ニ
や
ホ
タ
テ
の
特
売
テ
ン

ト
に
は
、
朝
６
時
か
ら
並
び
始
め

る
人
も
お
り
、
一
時
は
３
百
人
が

長
蛇
の
列
を
な
す
大
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。
八
戸
市
か
ら
、
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
持
参
し
て
来
た
男
性

は
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
話
す
な
ど
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
、
町
の
特

産
品
を
販
売
す
る
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
、

ホ
タ
テ
の
無
料
試
食
や
ホ
タ
テ
の

早
剥
き
競
争
な
ど
、
祭
り
は
終
日

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

大盛況の常夜燈みなと祭り

第１回野辺地葉つきこかぶ触
フレッシュ

取フェスタ

絶品！こかぶの丸かじり

　

野
辺
地
葉
つ
き
こ
か
ぶ
の
認
知

度
を
高
め
よ
う
と
ゆ
う
き
青
森
農

協
が
７
月
１
日
「
第
１
回
野
辺
地

葉
つ
き
こ
か
ぶ
触フ

レ
ッ
シ
ュ取
フ
ェ
ス
タ
」

を
木
明
地
区
の
野
辺
地
野
菜
集
荷

施
設
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
費

無
料
で
行
わ
れ
た
本
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
町
内
外
か
ら
１
１
０
人
余
り

が
参
加
し
、
収
穫
体
験
や
試
食
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

広
大
な
畑
で
行
わ
れ
た
こ
か
ぶ

収
穫
体
験
で
は
、
土
か
ら
簡
単
に

引
き
抜
け
る
こ
か
ぶ
を
袋
詰
め
し

た
り
、
そ
の
場
で
皮
を
む
い
て
丸

か
じ
り
す
る
な
ど
、
思
い
思
い
に

収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
丸

か
じ
り
し
た
参
加
者
は
「
み
ず
み

スプーンで上手にすくえるかな!?

たくさん収穫したよ！

いっぱい遊んだよ！

ず
し
く
て
お
い
し
い
。
フ
ル
ー
ツ
の
よ

う
」
と
野
辺
地
葉
つ
き
こ
か
ぶ
の
お
い
し

さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
体
験
後
は
、
こ
か
ぶ
の
天
ぷ
ら
そ

ば
や
、
葉
炒
め
の
試
食
が
提
供
さ
れ
た
ほ

か
、
東
京
都
で
創
作
料
理
店
を
経
営
す
る

川
口
シ
ェ
フ
の
調
理
実
演
も
行
わ
れ
ま
し

た
。「
ホ
タ
テ
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
～
こ
か

ぶ
と
マ
ン
ゴ
ー
の
ソ
ー
ス
添
え
」
や
「
こ

か
ぶ
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
パ
イ
」
な
ど
斬

新
な
調
理
が
目
の
前
で
行
わ
れ
試
食
が
ふ

る
ま
わ
れ
る
と
、
参
加
者
は
驚
き
な
が
ら

も
、
新
感
覚
の
こ
か
ぶ
の
味
わ
い
を
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
イ
ベ
ン
ト
へ
は
、
こ
か
ぶ
農

家
と
し
て
関
東
か
ら
当
町
へ
移
住
を
計
画

す
る
３
人
も
参
加
。「
田
舎
へ
の
抵
抗
は

な
い
。
ぜ
ひ
農
家
に
挑
戦
し
た
い
」
と
こ

か
ぶ
農
家
へ
の
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま

し
た
。
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ヤマメさん、元気に帰ってきてね！
　

６
月
26
日
、
町
内
３
小
学
校
の

３
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
１
８

７
人
が
野
辺
地
川
に
ヤ
マ
メ
の
稚

魚
３
千
匹
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
県
の
進
め

る
「
愛
魚
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
児
童
ら
は
一
人

一
人
が
バ
ケ
ツ
を
持
ち
、
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
を
「
元
気
に
帰
っ
て
き
て

ね
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
川
へ
送

り
出
し
ま
し
た
。

　

若
葉
小
学
校
３
年
の
久
末
晃
誠

く
ん
と
松
舘
茉
奈
さ
ん
は
「
ヤ
マ

メ
が
元
気
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
。

ヤ
マ
メ
は
人
間
が
触
る
と
、
熱
く

て
や
け
ど
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
と
話
し
、
自
然
や
魚
の
生
態

系
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

ヤマメの稚魚を放流する児童たち

「ここにいた！あそこにもいる！」日本一小さなハッチョウトンボの観察会
　

７
月
７
日
、
町
内
３
小
学
校
の

３
年
生
の
児
童
91
人
と
一
般
の
参

加
者
22
人
が
、
ま
か
ど
温
泉
ス

キ
ー
場
で
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
観

察
会
に
参
加
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
と
は
、
体

長
約
２
㎝
、
1
円
玉
ほ
ど
の
日
本

一
小
さ
い
ト
ン
ボ
で
、
青
森
県
で

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
希
少
な

ト
ン
ボ
で
す
。

　

初
め
は
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
児
童
も
、
一
度
見
つ
け

る
と
「
い
た
い
た
！
」
と
歓
声
を

上
げ
て
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や

ほ
か
の
珍
し
い
ト
ン
ボ
の
観
察
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
ら
は
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の

保
護
活
動
に
つ
い
て
も
学
び
、
当

町
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
合
っ
て

い
ま
し
た
。

災害時における物資・飲料の供給関する協定締結式

左から）株式会社マエダ　代表取締役社長　前田　恵三氏、
松山副町長、みちのくコカ・コーラボトリング株式会社
野辺地営業所長　荒谷　英男氏　　　　　　　　　　　

　

町
は
、
株
式
会
社
マ
エ
ダ
と
み

ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
株
式
会
社
と
災
害
時
に
お
け
る

物
資
・
飲
料
の
供
給
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
、
６
月
20
日
に
締
結

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
町
内
に
お
い
て

地
震
や
風
水
害
等
の
甚
大
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
株
式
会
社

マ
エ
ダ
は
食
料
品
・
飲
料
水
等
を
、

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
株
式
会
社
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
等
の
飲
料
水
を
町
へ

供
給
す
る
こ
と
を
締
結
し
た
も
の

で
す
。

　

締
結
に
あ
た
り
松
山
副
町
長
は

「
災
害
時
の
避
難
所
運
営
で
は
、

食
料
や
飲
料
が
何
よ
り
重
要
で
あ

り
、
今
回
の
締
結
は
非
常
に
心
強

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
防

災
力
の
向
上
に
期
待
し
ま
し
た
。

講師の高沢岩男氏から説明を受ける児童たち

河川一斉清掃ご協力ありがとうござました
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第67回　社会を明るくする運動
　

７
月
13
日
「
第
67
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
・
青
森
県
知
事

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
と
ト
ー
ク
＆

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
野
辺
地
中
学

校
の
１
・
２
年
の
生
徒
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

本
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を

目
的
に
、
野
辺
地
地
区
保
護
司
会

と
更
生
保
護
女
性
会
ら
が
中
心
と

な
り
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

青
森
保
護
観
察
所
の
松
橋
進
一

所
長
は
、「
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
人
も
地
域
の
中
で
受
け
入
れ
る

仕
組
み
作
り
が
大
切
。
社
会
に
温

か
い
心
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

野辺地地区保護司会・更生保護女性会による
朝のあいさつ運動　　　　　　　　　　　　

夏本番！十符ヶ浦海水浴場清掃＆海開き

ご協力ありがとうございました

　

７
月
７
日
、
十
符
ヶ
浦
海
水
浴

場
早
朝
清
掃
が
行
わ
れ
、
近
隣
の

住
民
や
、
商
工
会
女
性
部
を
は
じ

め
、
幼
児
や
小
学
生
な
ど
約
60
人

が
朝
早
く
か
ら
参
加
し
海
水
浴
場

の
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
13
日
に
は
、
野
辺
地
中

学
校
３
年
の
生
徒
も
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
浜
辺

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
海
藻
を
寄
せ

集
め
、
海
開
き
を
前
に
万
全
な
環

境
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
海
開
き
が
行
わ
れ
、

関
係
者
ら
約
40
人
が
シ
ー
ズ
ン
中

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
十

符
ヶ
浦
海
水
浴
場
は
、
８
月
21
日

ま
で
の
約
１
か
月
間
オ
ー
プ
ン
し
、

当
町
の
短
い
夏
を
彩
り
ま
す
。

内閣総理大臣からのメッセージ伝達式

若い力で中学生も頑張りました！

心のこもった歌を届ける　　　　　　　
シンガーソングライターの松尾貴臣さん

家族連れで賑わう海水浴場
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みんなで町長としゃべる会
　

６
月
19
日
か
ら
２
週
に
わ
た
り

「
み
ん
な
で
町
長
と
し
ゃ
べ
る

会
」
を
８
会
場
で
開
催
し
、
計
１

５
０
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
役
場
庁
舎
建
設
の
計
画

や
、
そ
の
財
源
と
し
て
原
子
力
立

地
給
付
金
の
減
額
継
続
に
つ
い
て

の
お
願
い
、
み
ち
の
く
丸
の
今
後

の
利
活
用
に
つ
い
て
な
ど
、
町
政

全
般
に
わ
た
り
様
々
な
説
明
を
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
原
子
力
立
地

給
付
金
を
全
部
減
額
し
て
で
も
、

役
場
庁
舎
建
設
を
進
め
て
ほ
し

い
」「
減
額
継
続
は
あ
て
に
し
て

い
る
人
も
い
る
の
で
よ
く
考
え
て

ほ
し
い
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
中
谷
町
長
は
「
町

民
の
皆
様
や
議
員
の
皆
様
の
意
見

も
聞
き
、
町
の
活
性
化
の
た
め

に
、
財
政
面
も
考
慮
し
な
が
ら
政

策
を
進
め
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

＊�

各
会
場
で
の
質
問
と
回
答
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
来
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。真剣に耳を傾ける参加者

祝 

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

　

 

全
国
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会
出
場

卓球スポーツ少年団
左２番目から）鳥谷部光優さん、藤谷凪杜さん、
　　　　　　　鳥谷部由夢さん

町
へ
の
御
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

古澤　郁子様より
学校図書のため　300,000円

６月末の人身事故の発生状況
区分

町村別

平成29年 平成28年
前年比

６月中（単月）６月末（累計）６月末（累計）

発
生
死
者
傷
者
発
生
死
者
傷
者
発
生
死
者
傷
者

発
生

死
者

傷
者

野辺地町 2 0 2 6 0 6 12 0 13 －6 ＋0 －7

横 浜 町 0 0 0 2 0 4 5 0 6 －3 ＋0 －2

六ヶ所村 0 0 0 2 0 4 9 0 10 －7 ＋0 －6

合 計 2 0 2 10 0 14 26 0 29 －16 ＋0 －15

サ
ラ
ン
基
金
助
成
金
が

 　
　
　
　
　
　

２
団
体
へ

サラン基金様より　計160,000円
野辺地スキージュニアクラブと　　
野辺地ジュニアレスリングクラブへ
助成金が贈られました　　　　　　

公益財団法人 日本公衆電話会 青森県分会様より
小学校児童のため　こども手帳850冊、こども手帳（CD
版）40枚、171災害用伝言ダイヤルミニティシュ850個

納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す野辺地町納税貯蓄組合連合会　監事　　　　　

若葉通り納税貯蓄組合　組合長　森野　敏さん
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内

平成29年６月末現在（前月比）
人　口� 13,673名　（－ �6）
　男� 6,415名　（－ �2）
　女� 7,258名　（－ �4）
世帯数� 6,595世帯（＋ �7）

●年金相談
　（年金全般に関すること）
　８月16日（水）10時～15時
　中央公民館　
　☎017-752-6600（要予約）
●人権相談
　（人権擁護に関すること）
　８月１日（火）９時～12時
　中央公民館　
　相談担当：人権擁護委員
●弁護士無料相談
　（民事・一般に関すること）
　９月１日（金）　14時～
　☎64-2111総務課
　老人福祉センター
　※要予約：８月25日（金）まで
●児童家庭相談
　（養護・児童虐待に関すること）
　月～金曜（祝・祭日を除く）
　10時～16時
　健康増進センター　☎64-1770
●行政相談
　（行政に関する苦情・要望等）
　８月15日（火）９時～12時
　役場相談室
　相談担当：行政相談委員
●教育相談
　（しつけ・いじめ等に関すること）
　月～金曜（祝・祭日を除く）
　10時～16時
　教育委員会　☎64-2119
●電話介護相談
　月～金曜（祝・祭日を除く）
　９時～16時
　健康増進センター　☎64-1770

役場　☎64－2111

「�

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」・「
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」

を
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

現
況
届
等
は
、
前
年
の
所
得
や
現

在
の
状
況
等
を
届
出
し
、
引
き
続
き

手
当
の
受
給
資
格
に
該
当
す
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
現
況
届
等
が
未
提
出
の
場

合
、
手
当
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
】

◆
提
出
先　

　

役
場　

介
護
・
福
祉
課

◆
提
出
期
間

　

８
月
１
日（
火
）～
８
月
31
日（
木
）

◆
問
合
先

　

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
２
４
６
）

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
】

◆
提
出
先

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

◆
提
出
期
間

　

８
月
10
日（
木
）～
９
月
11
日（
月
）

◆
問
合
先

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
65
‐
１
７
７
７

《
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て
》

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
何
ら
か
の
理

由
に
よ
り
、
父
又
は
母
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
場
合
や
、
父
又
は
母
が
心
身
に

障
害
の
あ
る
場
合
に
、
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
又
は
母
（
又
は
養

育
者
）
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で
が
手
当
の
支
給
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
児
童
が
政
令
で
定
め
る
障

害
を
有
す
る
と
き
に
は
、
児
童
が
20

歳
に
達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

　

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し

て
い
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

《�

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い

て
》

　

精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
持
つ
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
も
し

く
は
母
、
又
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当

て
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施

設
入
所
中
、
病
院
へ
入
院
中
、
監
護

者
の
所
得
が
基
準
以
上
で
あ
る
場
合

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　

８
月
診
療
分
か
ら
、
現
在
、
１
割

の
自
己
負
担
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
（
課
税
世
帯
の
方
）
の
自
己
負

担
限
度
額
が
、
次
の
と
お
り
変
更
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
非
課
税
世
帯
の
方
の
自
己

負
担
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
先　
町
民
課　

　

国
保
・
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　

☎
64
‐
２
１
１
１（
内
線
２
３
８
）

当
町
の
河
島
行
政
相
談
員
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
！

　

当
町
の
行
政
相
談
委
員
の
河
島
靖

岳
氏
の
長
年
の
活
動
に
対
し
、
総
務

省
青
森
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
が

あ
っ
た
と
き
最
も
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

◎
苦
情
を
直
接
申
し
出
に
く
い

◎�

ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い

◎�

苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措
置
に

納
得
で
き
な
い　

な
ど

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
を
厳
守
し
ま

す
の
で
安
心
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
日
は
「
ま
ち
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
７
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

平成29年７月分まで
外 来 の み 12,000円
入院＋外来 44,400円

↓
平成29年８月分から

外 来 の み 14,000円
（上限：年14.4万円）

入院＋外来 57,600円
（多数該当44,400円）

　

７
月
号
６
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
正
】
野
辺
地
町
文
化
財
を
守
る
会

【
誤
】
野
辺
地
町
歴
史
を
探
る
会

【�

正
】
野
辺
地
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ

ブ
・
六
ヶ
所
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

【�

誤
】
野
辺
地
ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
・
六
ヶ
所
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

8
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町制施行120周年記念式典
○ 日時：平成29年８月28日（月）10：00～12：00
○ 場所：町立体育館
○ 実施内容（時間はおおよその目安になります。）

　＜ 第１部（式典） ＞　10：00～11：20
　　　１．開会のことば　　　　　　　　　７．受賞者代表謝辞
　　　２．町民歌斉唱　　　　　　　　　　８．来賓祝辞
　　　３．町長式辞　　　　　　　　　　　９．特別招待者紹介
　　　４．町議会議長あいさつ　　　　　　10．祝電披露
　　　５．中学生による意見発表　　　　　11．閉式のことば
　　　６．表彰状授与

　＜ 第２部（笑顔のへじ健康宣言） ＞　11：30～11：45
　　　１．町長あいさつ　　　　　　　　　２．健康宣言セレモニー

　＜ アトラクション ＞　11：45～12：00
　　　祇園囃子披露

○ 町内送迎バス運行表　※会場は駐車場が少ないので送迎バスをご利用ください。

○有戸方面

四戸商店前　→　のへじ帆立センター　→　海水浴場（石碑前）　→　マエダ（金沢店）
（８：５０）　　　（８：５５）　　　　　（９：００）　　　　　（９：０５）
　→　坪生花店前　→　駅前（エーワンライズ前）　→　町立体育館
（９：１０）　　　（９：１５）　　　　　　　　（９：２０着）

○馬門方面

馬門公民館　→　むつ湾温泉　→　常夜燈公園前　→　中央公民館
（８：５５）　　（９：０５）　　（９：１５）　　（９：２０）
→　野辺地中央（旧ＮＴＴ前）→　町立体育館
　　（９：２５）　　　　　　　（９：３０着）

※復路は、両方面ともに式典終了後、町立体育館を出発し逆順で運行します。

※会場には一般席も多数準備いたしますので、町民のみなさまの御来場をお待ちしております。
9
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テ
ン
ト
市
開
催
の
お
知
ら
せ

　

８
月
20
日
（
日
）、
役
場
前
に
お

い
て
、
ふ
る
さ
と
物
産
テ
ン
ト
市
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
テ
ン
ト
市

で
は
、
野
辺
地
町
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

を
始
め
、
友
好
都
市
・
公
園
と
し
て

交
流
し
て
い
る
埼
玉
県
久
喜
市
コ
ー

ナ
ー
や
香
川
県
土
庄
町
コ
ー
ナ
ー
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

　

８
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～

◆
場
所　
野
辺
地
町
役
場
前

◆
問
合
先　
地
域
戦
略
課

　

（
内
線
２
６
６
・
２
６
７
）

ア
シ
ス
ト
比
率
が
道
路
交
通
法
に

適
合
し
な
い
「
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
」
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
が
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
製
品
9

製
品
に
つ
い
て
テ
ス
ト
を
行
っ
た
結

果
、
2
製
品
の
少
な
く
と
も
一
部
に

ア
シ
ス
ト
比
率
が
道
路
交
通
法
（
昭

和
35
年
法
律
第
１
０
５
号
）
に
基
づ

く
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
35

年
総
理
府
令
第
60
号
）
第
1
条
の
3

に
定
め
る
ア
シ
ス
ト
比
率
の
基
準
を

超
え
、
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

う
ち
1
製
品
は
、
ア
シ
ス
ト
比
率

が
道
路
交
通
法
の
基
準
を
大
き
く
超

え
、
条
件
に
よ
っ
て
は
人
の
力
を
ほ

と
ん
ど
要
さ
ず
に
走
り
出
し
て
し
ま

う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
準
に
該
当
し
な
い
製
品
は
、
道

路
交
通
法
上
の
自
転
車
で
は
な
く
原

動
機
付
き
自
転
車
等
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
当
該
製
品
は
道

路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
た
め
、
道
路
を
通
行
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
製
品
を
お
持
ち
の
方
は
、

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
当
該
製
品
の
使
用
を

お
控
え
く
だ
さ
い

　

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
、
該
当
商
品

に
つ
い
て
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URL:http://w
w
w
.kokusen.go.jp/

test/data/s_test/n-20170629_2.
htm
l

◆
問
合
先

　

�

独
立
行
政
法
人　

国
民
生
活
セ
ン

タ
ー　

部
品
テ
ス
ト
部

　

☎
０
４
２
‐
７
５
８
‐
３
１
６
５

原
子
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務

参
入
研
修
開
催
の
案
内

　

県
で
は
、
原
子
力
施
設
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
務
参
入
を
目
指
す
県
内
企

業
ま
た
は
個
人
に
必
要
な
資
格
や
知

識
の
習
得
、
技
術
力
の
向
上
の
た
め

の
研
修
を
受
講
料
無
料
で
開
催
し
ま

す
。
原
子
力
分
野
に
全
く
経
験
の
な

い
方
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
８
～
９
月
の
研
修
予
定

【
原
子
力
発
電
施
設
等
研
修
】

◆�

第
２
回
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技

能
講
習

◇
締
切　

９
月
１
日
（
金
）

◇
日
程　

10
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
13
日
（
金
）

◇
定
員　

50
名

◇
場
所

　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン
タ
ー

　

（
六
ヶ
所
村
）

◆�

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

修
◇
締
切　

９
月
１
日
（
金
）

◇
日
程　

10
月
18
日
（
水
）

◇
定
員　

10
名

◇
場
所　

　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン
タ
ー

　

（
六
ヶ
所
村
）

【
原
子
力
関
連
技
術
研
修
】

◆
第
１
回
弁
保
修
訓
練

◇
締
切　

９
月
１
日
（
金
）

◇
日
程　

10
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
20
日
（
金
）�

◇
定
員　

８
名

◇
場
所

　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン
タ
ー

　

（
六
ヶ
所
村
）

◆�

足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者
技
能

講
習

◇
締
切　

９
月
１
日
（
金
）

◇
日
程　

10
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
31
日
（
火
）

◇
定
員　

30
名

◇
場
所

　

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン
タ
ー

（
六
ヶ
所
村
）

◆
申
込
・
問
合
先

　

�

株
式
会
社
青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
５
‐
63
‐
４
６
７
１

海
洋
地
球
研
究
船
「
み
ら
い
」

　
　
　
　
　
　
　
就
航
20
周
年
記
念

海
を
知
り
、
地
球
・
生
命
を
考
え
る

～
海
洋
研
究
開
発
機
構
研
究
成
果
・

　
　
　
　
活
動
報
告
会
２
０
１
７
～

◆
開
催
日
時

　

８
月
26
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
17
時

◆
開
催
場
所

　

青
森
市
文
化
観
光
交
流
施
設

　

ね
ぶ
た
の
家　

ワ
・
ラ
ッ
セ

　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　

青
森
市
安
方
１
‐
１
‐
１

◆
開
催
内
容

　

海
洋
、
地
球
、
生
命
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
海
洋
研
究
開
発
機
構
の
最

近
の
活
動
報
告
や
今
年
就
航
20
周
年

を
迎
え
た
海
洋
地
球
研
究
船
「
み
ら

い
」
の
活
躍
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
入
場
料　
無
料

◆
問
合
先

　

�

国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開

発
機
構
む
つ
研
究
所
管
理
課

　

☎
０
１
７
５
‐
25
‐
３
８
１
１

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

　

�http://w
w
w
.jam

stec.go.jp/
m
utsu/j/

20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！
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図
書
館
行
事

☎
（
64
）
２
１
９
５

◆
10
日
（
木
）
10
時
～

　

縁
日
ご
っ
こ

◆
24
日
（
木
）
16
時
30
分
～

　

避
難
訓
練

※�
児
童
館
を
利
用
す
る
児
童
は
、
汗

拭
き
タ
オ
ル
・
着
替
え
等
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
館
行
事

☎
（
64
）
３
１
０
６

◆�

子
ど
も
司
書
ク
ラ
ブ
／
５
日（
土
）

10
時
～
11
時
30
分
（
視
聴
覚
室
）

◆�

英
会
話
ク
ラ
ブ
／
21
日
・
28
日

（
月
）
15
時
30
分
～
（
中
央
公
民

館
）

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
９
日

（
水
）
10
時
30
分
～
11
時
（
視
聴

覚
室
）「
３
歳
未
満
児
向
け
」

◆�

朗
読
の
会『
秋
桜
』／
10
日（
木
）

10
時
「
定
例
会
」（
中
央
公
民
館
）

◆�

お
は
な
し
工
房
／
17
日
（
木
）
14

時
15
分
～
（
視
聴
覚
室
）

ふ
れ
あ
い
通
学
合
宿
参
加
者
募
集

　

町
の
子
ど
も
た
ち
が
公
民
館
に
寝

泊
ま
り
し
、
そ
こ
か
ら
学
校
に
通
い

ま
す
。
買
い
出
し
や
自
炊
、
銭
湯
へ

の
入
浴
な
ど
、
学
校
の
宿
泊
学
習
や

修
学
旅
行
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
体

験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
期
日

　

９
月
７
日
（
木
）
～
９
日
（
土
）

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆
内
容　
買
い
出
し
・
食
事
作
り
、

　

銭
湯
入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
対
象　

小
学
校
５
年
生
～
中
学
生

　

（
定
員
25
名
）

◆
参
加
費　
２
０
０
０
円

◆
申
込
先　

　

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
64
‐
２
１
１
９

◆
締
切　
８
月
16
日
（
水
）

◆�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

／
22
日
（
火
）
15
時
40
分
～
（
視

聴
覚
室
）

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
30
日
（
水
）

９
時
30
分
（
６
か
月
児
相
談
・
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

大
人
の
た
め
の
工
作
会

　

大
人
を
対
象
と
し
た
小
物
作
り
を

行
い
ま
す
。

◇
と　

き　

８
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

14
時
15
分
～
16
時

◇
内　

容　

つ
ま
み
細
工

◇
場　

所　

視
聴
覚
室

◇
対　

象　

中
学
生
以
上

◇
定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

◇
持
ち
物　

�
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
布
バ
サ

ミ
、
手
拭
き

◇
申
込
先　

町
立
図
書
館

ミニギャラリー

杉山牧人氏鉛筆画展
９／３（日）まで開催中

水
泳
教
室
参
加
者
募
集

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
『
サ
ン
・
ビ

レ
ッ
ジ
の
へ
じ
』
で
は
、
幼
児
・
小

学
生
を
対
象
に
水
泳
教
室
（
後
期
）

を
開
催
し
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
、
参
加
料
（
入
館
料
含
む
）
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、
サ
ン
・
ビ
レ
ッ

ジ
の
へ
じ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付

　

�

８
月
15
日
（
火
）
か
ら
定
員
に
な

り
次
第
終
了

※�

電
話
及
び
プ
ー
ル
窓
口
で
一
斉
に

８
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

◆
講
師

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

　

ウ
イ
ン
グ
青
森

◆
申
込
先

　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

　

☎
64
‐
９
７
７
７

コース 定員 開催日 時間 参加料

幼児
（３歳～就学前） 26人

第１グループ（木曜４回）
９／14、21、28、10／５

15：30　　
　～16：30 1,500円

児童
（小学生） 40人 17：00　　

　～18：00
1,900円

（入館料含）

・�後期教室は、講師の判断で参加者の泳力に合わせたクラス分けを行い、よ
りレベルアップした教室を実施します。
※�幼児コースは平成29年４月１日時点で満３歳以上の方が対象となります。

 
 

  

 

 

医療法人 公仁会 
 

野辺地町字野辺地 150 番地 1 
TEL 0175-64-0111 

 
 § 診 療 時 間 § 

月～金 
午前 8：30～12：00 
午後 2：00～ 6：00 

土 午前 8：30～12：00 

※土曜午後、日曜祝日休診 

お知らせ 平成 29 年 4 月~入院・入所受入れ休止中 外来診療は従来通りです 

☆土曜日は内科医の診察が受けられます (高松病院 髙橋悟医師) 
・認知症についての相談 ・糖尿病についての相談 
・内視鏡検査(要予約) 
※内科医診察日についての詳細はお電話にてご確認ください 
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図書館おすすめの新着本（入荷予定本）

書　　　名 著者名

月の満ち欠け（第157回直木賞） 佐藤　正午
明治乙女物語（第24回松本清張賞）滝沢　志郎
宮辻薬東宮 宮部みゆき
変幻 今 野　 敏
美女は飽きない 林　真理子
怪盗桐山の藤兵衛の正体 佐藤　雅美
福袋 朝井まかて
リンゴを食べる教科書 丹野　清志

本の展示

野辺地ロータリークラブ主催読書感想文コン
クール課題図書展　～８／20（日）

お知らせ
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